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新型コロナウイルスに対する新年度の対応についてver.5

政府が緊急事態宣言を発令し、京都府内の多くの市町村では公立学校の休校延長が決定されました。各幼稚園においても、始業式・入園式・今後の保育について再考されている現状もあるかと思います。昨日4月7日の理事会でも約半数の理事が現時点で決めかねている現状でした。意見交換の中で、実施している調査だけでは具体的な判断に悩まれている園も多いと思われましたのでver.5を配信します。
※　論点は３つの密をいかに回避するかです

～密閉～
◆以下の対策を講じることで、密閉（換気の悪い密閉空間）に関するリスクは軽減可能
・2方向の窓を開けて保育室の換気
・換気扇や空気清浄機の活用

～密集～
◆以下の対策を講じることで、密集（多くの人が同じ空間に密集）に関するリスクは軽減可能
・どうすれば同じ空間に集まる子どもの数を減らせるかという観点から工夫する。
・設置基準の53㎡か少しだけ広めの保育室の場合は、園として密集の限界を何名であるかを検討する。
→保育室を利用の場合は、現在の各園のクラス人数以下にする工夫が当然必要
（例）・クラスを2グループあるいは３グループに分けて、日を変えてクラスでローテーションで登園・
・日をずらしてクラスごとに登園して、登園しない学年の部屋に少グループで分散
・登園日をずらして学年ごとに分散登園
→保育室にこだわらず、ホールなどの広い部屋やテラス、園庭などを活用する。

～密接～近距離での会話や発声
◆モノ、ヒト、コトなどの環境を通して学ぶことが幼児教育の本質であることや、幼児の特性や、教職員が園児に対して愛着関係を築くためには、スキンシップが不可欠であることを鑑みると、密接（近距離での会話や発声）を避けることは不可能➡　密接は避けられない！

＜重要＞
3つの密のうち「密閉」と「密集」の二つは工夫をすることで幼稚園でもある程度排除することが可能であるが、「密接」場面をなくすことは、ほぼ不可能であるという事を保護者に十分理解してもらうことが重要
　　
休園・対策をして登園いずれの場合も、なぜそうしたかの根拠をしっかりと説明できることが重要です
それぞれの園で揺らぎのない根拠の共有をしてください。

◆GWまでは半日保育での対応の園が圧倒的でした。
◆預かり保育などで昼食を伴う場合は、特に注意が必要です。子ども同士で食事をすることはリスクが相当高い場面なので、３つ密の排除の工夫が必要です。
◆バスの運行は難しい判断です。
・車内環境は３つの密の観点から相当リスクの高い空間と言えます。
・車内の消毒は当然ですが、園として行う３つの密の排除を保護者に説明して、理解を得ることが重です。
・窓を開放することや内気循環にしないなどで、密閉のリスク軽減はある程度は可能です。
・運行する際のポイントは、普段から定員にほぼ近い人数（1座席に複数座っている場合など）で運行している場合などは、バスに乗る子どもの数を相当減らす工夫が必要です。
→1座席に一人しか座らないなどにより密集、密接を軽減する。
→上記したクラス・学年ごとの分散登園とすることで、自園のコースごとの乗車人数を具体的にシュミレーションして、保護者に論理的に説明できるかを検討する。

◆いずれの場合も、感染が心配などの理由により保護者の判断で登園しない、バスを利用しないという選択肢があることを説明することが大切です。（もちろん保護者と園との信頼関係の構築が優先されます。）
→だたし、バス代、給食代などの場合は園の要請で運行や実施しなかった日数分は精算することが妥当であると考えられます。

◆休園する場合や何らかの形態で保育を実施する場合を問わず、園児や保護者などに感染や疑わしい状況が発生した場合は、隠さずにできる限り速やかに幼稚園に報告してもらう信頼関係の構築が極めて大切です。
その際、すでにお伝えしように対象となった方の人権が保障されることが非常に重要です。
（参考）感染者、濃厚接触者等に対する偏見や差別について
感染者、濃厚接触者とその家族、この感染症の対策や治療にあたる医療従事者とその家族に対する偏見や差別につながるような行為は、断じて許されないものであり、新型コロナウイルス感染症に関する適切な知識を基に、発達段階に応じた指導を行うことなどを通じ、このような偏見や差別が生じないようにすることが非常に重要です。子どもは大人の言動をそのまま受け入れてしまいますから、くれぐれもご注意ください。

◆現時点の方針に固執せず、新しい事実が明らかになった場合は方針を根本的に変更する柔軟性が非常に重要です。わずか一日で状況は大きく変化するのが現実です。

◆マスクや消毒薬に関しての情報を提供させていただきます。詳しくは添付ファイルをご参照ください。
①マスク：株式会社F.K.solution
全日私幼連が、こどもがまんなかprojectサポータ企業として新規契約した業者です。
・申込みに関しては電話ではなく必ずfaxにて注文下さい。
[bookmark: _GoBack]・世界的品薄に加えて、輸入品のため納期は確約できませんのでご了承ください。
・申し込み後のキャンセルはできません。
②消毒薬：都総合管理株式会社　KYOHPARA
・連盟各園にもDMが届いたと思いますが、数カ園が既に購入して納品済です。
・製品の効果は消毒薬と全く同じで、幼児の手の消毒やおもちゃの消毒などにも使用可能ですが、厳密には清掃用薬剤の仕訳となることだけご承知おきください。（消毒薬と同じ使い方をしても全く問題ありません。）
